
IoTセキュリティ(オンライン講座) / 会員情報(都産技研) / 北朝鮮IT労働者に関して
[JASA News 021 / 2026FY]
1 件のメッセージ

2026年8月5日 17:15

JASA News 2026年度 021号をお届けいたします。

このメールはJASA会員の代表者様・副代表者様・連絡ご担当者様、ご指定いただいた「教

育」・「人事」・「総務」・「技術」各分野のご担当者様、ならびに受信ご希望者に送信していま

す。

≫≫ 各記事について、ご関係者様への転送をお願いいたします。≪≪

■□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━□■

１．IoTセキュリティ(オンライン講座)

２．会員情報(東京都立産業技術研究センター)

３．北朝鮮IT労働者に関しまして注意喚起

■□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━□■

≪オンデマンド研修講座 2026夏≫

過去のオンライン講座をオンデマンド再⽣学習を開催中❗ 1講座5,500円から 。

https://www.jasa.or.jp/lists/

hr_development/ondemandstady2026/
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

１．IoTセキュリティ(オンライン講座)

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
(教育研修コンテンツ事業推進委員会)

本セミナーを受講することで、組込みセキュリティの基礎知識を習得し、開発を行う上で最

低限考慮すべき点などを身に着けることができます。

https://www.jasa.or.jp/lists/hr_development/ondemandstady2026/
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▢ 対象者層
組込みシステムソフトウェア開発者

開発を行う上での基本的なセキュリティ知識を得たいと考えている方

▢ 到達目標
組込みソフトウェア開発者として知っておくべきセキュリティの基礎知識が得られる。

セキュリティを意識した開発を行う際に必要となる作業の概要レベルの知識を得られる。

▢ 開催形態　Online研修 *要インターネット常時接続環境
▢ 開催日程　第1日目：2026年9月 8日(火) 14:00〜15:30
第2日目：2026年9月15日(火) 14:00〜15:30
*各受講日に参加できない場合・再度学習したい場合、オンデマンド再生をご用意いたしま

す。

▢ 詳細・お申込み
https://www.jasa.or.jp/lists/iot_security2026/

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

　２．会員情報(東京都立産業技術研究センター)
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
(ビジネス交流委員会)

クラウドと連携した

5G・IoT・ロボット製品開発等支援事業公募型共同研究募集

（2027年1月研究開始）

クラウドと連携した5Ｇ・IoT・ロボットの製品化やサービス提供等の事業化を目指す研究開
発を目的として、この度、共同研究のテーマを募集します。

▢ 研究テーマ

（1）開発型研究、（2）実証型研究
▢ 研究期間ならびに委託上限額
　（1）・（2）とも1年間/5,000万円（1テーマ）
▢ 個別相談　(必須) 2026年8月3日〜9月24日
相談サイト　https://www.iri-tokyo.jp/form/43/
▢ 詳細ご案内　https://www.iri-tokyo.jp/
▢ 受付期間　2026年9月15日〜10月1日17時必着

▢ 問合せ先　東京都立産業技術研究センター　研究企画室

電話：03-5530-2528

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

３．北朝鮮IT労働者に関しまして注意喚起

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
(経済産業省　商務情報政策局)
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　7月31日（金曜日）、外務省、国家サイバー統括室、警察庁、財務省及び経済産業省は、米国
及び韓国を始めとする同盟国・同志国の関係機関と共に、「北朝鮮IT労働者に関する各国・企業
等に対する注意喚起」を公表しました。

北朝鮮IT労働者は、他国の国民になりすまし、民間企業が運営する雇用や業務の受発注のた

めのオンライン・プラットフォームを通じ、業務や収入を得ています。これらの労働者は、北

朝鮮における親元の機関に給与を送金する意図をもって契約を探し求めています。また、彼ら

は、企業に対して内部脅威をもたらし、データ流出並びに暗号資産及び機微情報の窃取に関与

しています。北朝鮮IT労働者は、身分を隠蔽し、世界的に活動を拡大させるため、AI の統合を

含む一層高度な手法を活用しています。 

▢ 注意喚起本文(英語・日本語訳)

https://www.meti.go.jp/files/000003207.pdf

_/_/_/_/ 発 信 元 _/_/_/_/

一般社団法人 組込みシステム技術協会

本部事務局　jasainfo@jasa.or.jp

☆ 御社のイベント・製品情報をJASAから業界配信

☆ 採用・教育・総務・技術 ご担当者を「送信先に追加登録」

☆ 会員向け専用サイト　会員限定サービス・会員情報配信・会員情報変更
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